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　空気や水は，温度が高くなるとぼう張
ちょう

して体積が
大きくなり，温度が低くなると収

しゅう

縮
しゅく

して体積が小さ
くなります。このとき，重さは変わりません。
　空気の温度による体積変化は，水よりもとても大
きくなっています。また，水の体積が最も小さくな
るのは約4℃のときで，それよりも温度が低くなる
とぼう張します。

⑴　物の 3つのすがた
　 　物は，温度によって固体，液

えき

体
たい

，気体とすがたを変えます。す
がたが変わると体積が変わりますが，重さは変わりません。ふつ
う，同じ重さで比べた体積は気体＞液体＞固体となりますが，水
の場合は気体＞固体＞液体となります。
　①　固体…体積と形が決まっている。氷，鉄，食塩など。
　②　液体…体積は決まっているが，形を変えられる。水，アルコール，水銀など。
　③　気体…体積も形も決まっていない。水

すい

蒸
じょう

気
き

，空気，二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

など。
⑵　水のすがたの変化
　① 　水から氷への変化…氷と食塩を混

ま

ぜてつくった
寒ざいを使って水を冷やしていくと，温度が0℃
で水がこおり始めます。水がすべてこおるまで温
度は0℃のままですが，そのあとは温度が下がっ
ていきます。水が氷になると，体積は約1.1倍にな
ります。

　② 　水から水蒸気への変化…水を加熱していくと，
温度が100℃で水がふっとうし始めます。水は低
い温度でも蒸発して水蒸気に変わりますが，蒸発
は水の表面で水蒸気への変化が起こるのに対して，
ふっとうは水の内部でも水蒸気への変化が起こり
ます。水がふっとうしている間，温度は100℃の
ままです。水が水蒸気になると，体積は約1700

倍になります。水がふっとうしているとき見られ
る湯

ゆ

気
げ

は， 高温の水蒸気が冷やされて水のつぶ
（液体）になったものです。
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1　空気や水の温度による変化／物のあたたまり方

　 　次の図のように，フラスコの中の空気を熱湯であたためたり，氷水で冷やしたりしました。①，③
にあてはまるゼリーが動く向きを表す矢印，②，④にあてはまる体積変化を表すことばをそれぞれ
答えなさい。

　　　　　　　　　　 ①  　　　　　　　 ③

　 　次の図は，氷を長い時間加熱したときの温度変化をグラフに表したものです。①，②にあてはま
る数字をそれぞれ答えなさい。また，③～⑥にあてはまる水のすがたをあとの からそれぞれ
選びなさい。

□1

空気は，温度が高くなって

② した。

空気は，温度が低くなって

④ した。
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⑴　熱の移動
　 　温度のちがう物をふれさせると，温度の高いほう
から低いほうへ熱が移

うつ

り，やがて同じ温度になりま
す。同じ種類の物2つをふれさせた場合，重いほう
の温度変化が小さくなります。
　 　熱の量を熱量といい，カロリーという単位で表し
ます。水の温度が変化したとき，水が得たり失った
りした熱量は，「水の重さ（g）×温度変化（℃）」で計
算できます。
　　例　右上の図のように，湯100gの温度が45℃下がり，水300gの温度が15℃上がったとき，
　　　湯が失った熱量…100×45＝4500（カロリー），水が得た熱量…300×15＝4500（カロリー）
⑵　熱の伝わり方
　① 　熱の伝

でん

導
どう

…金
きん

属
ぞく

などの固体中やふれ合っている物どうしで，
温度の高いほうから低いほうへ熱が伝わることを，伝導といい
ます。伝導では，加熱したところから広がるように熱が伝わっ
ていきます。金属などは熱を伝導しやすい物で，空気，水，ガ
ラス，木などは熱を伝導しにくい物です。

　② 　熱の対
たい

流
りゅう

…温度の高い液体や気体が動いて1つの流れができ，
やがて全体があたたまっていく熱の伝わり方を，対流といいま
す。体積が同じとき，温度の高い物は温度の低い物よりも軽い
ため上へ動き，上にあった温度の低い物は下へ動きます。こう
して物の流れができて対流が起こります。

　③ 　熱の放
ほう

射
しゃ

…太陽が地面をあたためるように，間にある物をあ
たためずに，はなれた物を直

ちょく

接
せつ

あたためるような熱の伝わり方
を放射といい，その熱を放射熱といいます。放射熱は，光のよ
うに直進したり反射したりします。また，黒い物体に吸

きゅう

収
しゅう

され
やすく，白い物体に吸収されにくい性

せい

質
しつ

があります。
⑶　固体の体積と温度
　 　金属などの固体は，温度が高くなるとぼう張

ちょう

し，温度が低くなると収
しゅう

縮
しゅく

します。このとき，重さ
は変わりません。固体の温度による体積変化は，空気などの気体や水などの液

えき

体
たい

に比
くら

べてとても小
さく，体積変化が大きいものからならべると，気体，液体，固体となります。

物のあたたまり方3

▼水と湯の温度変化
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▼金属のぼうの熱の伝導

熱の伝導によって，加熱したところ
に近いマッチぼうほど早く落ちる。
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動きを見やすくするためである。
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　 　液体にならず，物のすがたが固体→気体のように変化することをしょう華，気体→固体のよ
うに変化することをぎょう華といいます。ドライアイス（固体の二酸化炭素）や固体のナフタレ
ンは，温度が上がるとしょう華が起こり，液体にならずに直接気体のすがたになります。
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1　空気や水の温度による変化／物のあたたまり方

　 　熱の伝わり方について，次の問いに答えなさい。
□⑴ 　次の図のように，鉄のぼうを加熱しました。①，②にあてはまる熱が伝わる向きを表す矢印を

それぞれ答えなさい。

　　　　　　　　　 ①  　 　　　 ②

□⑵ 　次の図のように，ビーカーの水を加熱すると，水が動いて熱が伝わります。①～④にあてはま
ることばをそれぞれ答えなさい。

　 　次の①～③は，何という熱の伝わり方と関係がありますか。それぞれ答えなさい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

3

鉄のぼう

温度の ① い

水は ②

温度の ③ い

水は へ動く。④へ動く。

□4
①

熱湯の入った金属でできた
コップをさわったら，とて
もあつかった。

②

エアコンからあたたかい空気を
出していくと，やがて部屋全体
があたたかくなった。

③

太陽がのぼると，地面の温度が
だんだん高くなった。

⑵　いろいろな物質のぼう張の大きさ
　 　物質の種類によって，加熱したときにぼう張する大きさがちがいます。いろいろな物質のぼう
張のしやすさを比べると，次のようになります。
　　　　ぼう張しやすい　　　　　　　　　 ぼう張しにくい
　　　　ゴム → アルミニウム → 銀 → 銅 → 鉄 → ガラス

わりま

①～③は，何という熱の伝わり方と関係がありますか。それぞ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

へく。

属ででき

Sa
mp
le

いう熱の伝わり方と関係がありますいう熱の伝わり方と関係があ
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③
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　 　水を満たしたフラスコにガラス管つきのゴムせんをしたものA
と，空気を満たしたフラスコにゼリーの入ったガラス管つきのゴ
ムせんをしたものBを，右の図のように熱湯につけました。これ
について，次の問いに答えなさい。
□⑴ 　熱湯につけると，Aのガラス管内の水面とBのゼリーが動き

ました。どの向きに動きましたか。上，下からそれぞれ選びな
さい。

□⑵ 　熱湯につけたとき，Aのガラス管内の水面とBのゼリーのうち，どちらが大きく動きましたか。
次のア～ウから1つ選び，記号で答えなさい。

　　ア　Aのガラス管内の水面　　イ　Bのゼリー　　ウ　どちらも同じ

　 　図 1のように水を冷やしてこおらせたり，図 2のように水を加熱してわき立たせたりしました。こ
れについて，次の問いに答えなさい。
□⑴ 　図 1で，試験管の水をこおらせるためにビーカーの氷に混

ま

ぜたも
のは何ですか。次のア～ウから1つ選び，記号で答えなさい。

　　ア　食塩　　イ　すな　　ウ　ミョウバン　　エ　鉄の粉

□⑵　図 1で，水がこおり始めた温度は何℃ですか。

□⑶ 　図 1で水がすべてこおったとき，こおる前の水と比
くら

べて体積はど
うなりましたか。

□⑷ 　図 2は，フラスコに入れた水がわき立っているようすです。液
えき

体
たい

がわき立って気体に変化することを何といいますか。

□⑸ 　図 2の湯
ゆ

気
げ

は，どのようなすがたの水ですか。次のア～ウから1

つ選び，記号で答えなさい。
　　ア　固体　　イ　液体　　ウ　気体

□⑹ 　図 2のように水がわき立っているとき，水の温度は100℃のまま変わりませんでした。加熱し
ているのに温度が変わらないのはなぜですか。理由を答えなさい。

111 A B

水面

水

熱
湯

熱
湯

ゼリー

空
気

A B

222

図１
温
度
計

氷

水℃

図２ 温度計

水

湯気

どちら

どちら

2のように水を加熱してわき立たせたり

らせるた
ウから

すな　

で

がす
か。

コに入

度
計

こおるSa
mp
le

を加熱してわきを加熱してわき

ーカーの氷に混の氷に混
ま

ぜたもぜたも
び，記号で答えなさい。号で答えなさい

ョウバン　　バン　　エエ　鉄の粉　鉄の粉

こおり始めた温度は何℃ですか。おり始めた温度は何℃で

おったと
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1　空気や水の温度による変化／物のあたたまり方
　 　右の図のように，20℃の水100gとおがくずを入れたビーカーを加熱
しました。これについて，次の問いに答えなさい。
□⑴　水におがくずを入れたのはなぜですか。理由を答えなさい。
　　

□⑵ 　加熱しているとき，水はどのように動きますか。次のア～エから1

つ選び，記号で答えなさい。

□⑶ 　次の文は，水を加熱したときの熱の伝わり方について述
の

べたものです。①～③にあてはまるこ
とばをそれぞれ答えなさい。

　　 　同じ体積で比べたとき，温度の高い水は温度の低い水よりも（　①　）ため上へ動き，温度の低
い水は温度の高い水よりも（　②　）ため下へ動く。このようにして，物が動いて1つの流れがで
き，やがて熱が全体に伝わることを（　③　）という。

□⑷ 　加熱をやめて水をかき混ぜると，ビーカーの水は60℃になっていました。水の温度が20℃か
ら60℃になる間に水が得た熱量は何カロリーですか。ただし，水が蒸

じょう

発
はつ

したりして減ることはな
かったものとします。

　 　右の図のように，黒い色水を入れた試験管と白い色水を入れた試
験管を日なたに置き，色水の温度変化を調べました。これについて，
次の問いに答えなさい。
□⑴ 　日なたに置いておくと，どちらの色水も温度が上がりました。温

度が上がったのは，太陽の熱が色水に伝わったからです。このよ
うな熱の伝わり方を何といいますか。

□⑵ 　日なたに置いたあと，温度が高いのはどちらの色水ですか。次のア～ウから1つ選び，記号で
答えなさい。ただし，色水の量，はじめの温度，日なたに置いた時間など，色以外の条

じょう

件
けん

は同じ
ものとします。

　　ア　黒い色水　　イ　白い色水　　ウ　どちらも同じ温度

333
お
が
く
ず

ア イ ウ エ

① ② ③

カロリー

444

白黒

述べたものです。①～

温度の低い水よりも（　①　）ため上へ動
ため下 つ

とを

めて水 いまし
℃になる間に水が得た熱量は何カロリーですか。ただし，水が

じょ

たも

に，黒い色水を入れた
き，色水の温
い

Sa
mp
le

りも（　①　）りも（　①　）
このようにして，物がうにして，物が

という。

混ぜると，ビーカーの水はビーカーの水は606 ℃にな℃に
水が得た熱量は何カロリーですか。たが得た熱量は何カロリーです

ます。す。 mp
le

m
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　 　丸底フラスコとゴム風船を使って，次のような実験
を行いました。これについて，あとの問いに答えなさい。
　〔実験〕　①　図 1のように，丸底フラスコに少量の水

を入れたものを 2つ用意します。
　　②　 1つはフラスコの口に図 2のようにゴム風船を

つけてから加熱し，しばらく加熱してから加熱を
止め，冷えるまで待ちました。

　　③　もう 1つは加熱してフラスコの中の水がふっとうしてからフラスコの口に図 2のようにゴム
風船をつけ，しばらく加熱してから加熱を止め，冷えるまで待ちました。

□⑴ 　実験の②と③でゴム風船は加熱中，どのようになりましたか。次のア～ウから1つ選び，記号
で答えなさい。

　　ア　少しずつだがふくらみ続けた。
　　イ　大きさは変わらなかった。
　　ウ　ふくらんだりしぼんだりする。
□⑵ 　加熱を止めると、実験の②と③の風船はそれぞれどのようになりましたか。次のア～ウから1

つ選び，記号で答えなさい。
　　ア　さらにふくらんだ。
　　イ　初めの大きさにもどった。
　　ウ　フラスコの中に少し引きずりこまれた。

　 　20℃の水100gの入ったビーカーA，
ある温度の水250gの入ったビーカーB
を用意し， 図 1のようにビーカーAを
ビーカーBにつけました。図 2は，水の
温度の変化を表したものです。これにつ
いて，次の問いに答えなさい。ただし，
熱はビーカーAとBの水の間だけで移

い

動
どう

したものとします。また，実験の間，水
の量は変わらなかったものとします。
□⑴ 　この実験では，ビーカーBの水からビーカーAの水に熱が伝わりました。このように，温度の

高い物から温度の低い物へ熱が伝わることを何といいますか。

□⑵ 　実験を始めてからビーカーAとBの水の温度が同じになるまでの間に，ビーカーAの水が得た
熱量，ビーカーBの水が失った熱量は，それぞれ何カロリーですか。

□⑶　実験を始める前，ビーカーBの水は何℃でしたか。

555 図１ 図２
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③
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1　空気や水の温度による変化／物のあたたまり方

◆次の問いに答えなさい。
空気や水の体積と温度
□⑴　空気の温度が高くなると，体積はどうなりますか。

□⑵ 　水の温度が低くなると，体積はどうなりますか。ただし，水の
温度を4℃より低くしなかったものとします。

□⑶　温度による体積変化が大きいのは，空気と水のどちらですか。

□⑷　温度によって体積が変化したとき，重さはどうなりますか。

水のすがたの変化
□⑸ 　氷や鉄のように，体積と形が決まっているような物のすがたを

何といいますか。
□⑹ 　水

すい

蒸
じょう

気
き

や空気のように，体積と形が決まっていないような物の
すがたを何といいますか。

□⑺ 　同じ重さのとき，水，氷，水蒸気を体積が大きいものから順に
ならべなさい。

□⑻　水がこおる温度は何℃ですか。

□⑼　液
えき

体
たい

の表面で気体への変化が起こることを何といいますか。

□⑽　液体の内部でも気体への変化が起こることを何といいますか。

□⑾　水で⑽が起こる温度は何℃ですか。

□⑿　湯
ゆ

気
げ

は，固体，液体，気体のうち，どのすがたの水ですか。

物のあたたまり方
□⒀ 　 1 gの水の温度を1℃変化させる場合を1とする熱量の単位は

何ですか。
□⒁ 　物の中を，温度の高いところから低いところへと熱が伝わるこ

とを何といいますか。
□⒂ 　液体や気体があたたまるときのように，物が動いて熱が伝わる

ことを何といいますか。
□⒃ 　太陽が地面をあたためるときのように，はなれた物を直接あた

ためるような熱の伝わり方を何といいますか。
□⒄ 　固体，液体，気体を，温度によって体積が変化しやすいものか

ら順にならべなさい。

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

⑺

⑻ ℃

⑼

⑽

⑾ ℃

⑿

⒀

⒁

⒂

⒃

⒄

すがた

ってい

水蒸気を

は何℃

の表

の内部でも気体への変化が起こることを何といい

起こる温度は何℃ですか。

，液体，気体

Sa
mp
le

な物のな

大きいものから順にものから順に

への変化が起こることを何といいまへの変化が起こることを何と

気体への変化が起こるこ気体への変化が起

は何℃で

ee⑹⑹e⑺⑺e


